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１．ケーブルテレビ事業者の概要について

○日本の総世帯数・・・・・・・・・・・５，２８７万世帯（統計局２００９年3月末）

総ホームパス数

総接続世帯数

インターネット接続契約世帯数

電話加入契約世帯数

４，３４５万世帯

２，４００万世帯

４１２万世帯

２１１万世帯

（日本ケーブルテレビ連盟独自調査データ 2009年3月末）

○主なケーブルテレビ事業者数 約５００事業者

○うち、日本ケーブルテレビ連盟会員 ３６０事業者（2010年5月現在）

沖縄など

■ 無線関連サービス

【地域ＷｉＭＡＸ】

・４１事業者が無線局免許を取得

・ ８事業者が商用サービス実施

【ＦＭ放送】

・ 再送信 ２６８事業者

・ 自主放送 １０事業者

地域ＷｉＭＡＸ免許取得者

ケーブルテレビ事業者
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【その他】

・ギャップフィラーの利用

・２３Ｇ帯の利用

■ ケーブルテレビの番組制作

・自主放送向けに年間2万本以上制作

（日本ケーブルテレビ連盟独自調査データ 2009年5月末）
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２．現在のケーブルテレビ事業者における電波を用いたサービス(例）

CATV局

ＷｉＭＡＸ基地局

光ファイバ網

エリアワンセグ基地局

２３ＧＨz帯基地局
２３ＧＨz帯基地局

ＦＭ放送

河川横断

ＷｉＭＡＸによるインターネットサービスなど

２３ＧＨｚ帯を利用した河川横断など

ＦＭ放送・コミュニュティ放送

地域エリアワンセグ（ホワイトスペースによる有効活用）

ギャップフィラーを利用した放送サービス

コミュニュティ放送

路上設置カメラ
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※検討中
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３．地域におけるワイヤレスブロードバンドの今後の展望イメージ

ネットワーク（A市）

標準端末により、他の地域エリアでも利用可能（ローミング）

ケーブルテレビ事業者

・救急車両と病院との通信（映像）
・現地での応急処置（映像）
・病院の混雑状況、待ち時間状況

医療

・大学、生涯学習などの通信(映像）
・校舎内無線LAN
・出欠確認、レポート提出

教育

ネットワーク（B町）

ショッピング

・今日のお買い得情報
・電子ちらし
・商品情報
（農作物などの産地情報）

・観光案内
・物産情報
・地域広告

観光

地域バス

・見守りシステム
・盗難防止カメラ
・ﾅﾋﾞ情報ダウンロード
・スマートメータ

安全、安心

行政

・移動型自治体出張所
・渋滞回避誘導情報
・役所の混雑状況、待ち時間状況

庁舎

防災・災害 ・災害時の非難誘導
・サイネージによる被災復旧情報
・被災地のリアル映像配信
・ハザード地区の状態監視（映像）

山間部、デバイド地域

デバイド対策

TV

STB
CATV回線 無線

福祉

・高齢者の安否確認
・高齢者への行政情報告知

屋内での利用サービスが、屋外でも利用できる

いつでも・どこでも

http://images.google.com/imgres?imgurl=http://share.skype.com/sites/uk/nokia-n800.jpg&imgrefurl=http://share.skype.com/sites/uk/2007/01/skype_gets_together_with_nokia.html&h=380&w=525&sz=48&hl=en&start=2&um=1&tbnid=zdnhdJjjb_DYvM:&tbnh=96&tbnw=132&prev=/images%3Fq%3DNokia%2BN800%26svnum%3D10%26um%3D1%26hl%3Den%26rls%3Dcom.microsoft:zh-tw:IE-SearchBox%26rlz%3D1I7SUNA%26sa%3DN�
http://images.google.com/imgres?imgurl=http://share.skype.com/sites/uk/nokia-n800.jpg&imgrefurl=http://share.skype.com/sites/uk/2007/01/skype_gets_together_with_nokia.html&h=380&w=525&sz=48&hl=en&start=2&um=1&tbnid=zdnhdJjjb_DYvM:&tbnh=96&tbnw=132&prev=/images%3Fq%3DNokia%2BN800%26svnum%3D10%26um%3D1%26hl%3Den%26rls%3Dcom.microsoft:zh-tw:IE-SearchBox%26rlz%3D1I7SUNA%26sa%3DN�
http://www.jan.ne.jp/~hashi/newpage3.htm�
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地域に密着したケーブルテレビ事業者として、地域のユビキタス社会の実現、地域情報格差の解消や地域

活性化を目指す。 ⇒ 利用者の利便性の向上・産業の活性化

①ケーブルテレビネットワークを用いて、地域と生活に密着したコミュニティチャンネルを放送

②自治体、企業など地域の団体や住民とも密接な関係にあり、地域での情報収集能力が高い

③ケーブルテレビネットワークは、多くの場合、市町村エリア内において面的に整備

④トリプルサービス（ＴＶ・インターネット・電話）の他にＦＭ放送やＷｉＭＡＸサービスなど無線を用いたサービスも実施

ケーブルテレビ事業者の特徴

４．ケーブルテレビ事業者がなすべきことは？

地域情報の最大の

コンテンツホルダー

ケーブルテレビ事業者の特徴を活かし、ケーブルテレビ網とワイヤレスブロードバンドを組み合わせ

た新しいサービス展開

医療 福祉 教育

安全、安心

行政 観光防災・災害

デバイド対策

ショッピング
サービス

・無線利用者の増

・データ伝送量の増 等

等

・地域ＷｉＭＡＸの高速化 等
・屋外⇔屋内での利用サービス

・デジタルサイネージの普及

・全国事業者とのローミング

・地域間ローミング 等

トラフィック増 新技術 利用環境の変化

環境・課題

いつでも・どこでも
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５．ケーブルテレビネットワークとワイヤレスブロードバンドの親和性

送出装置

送出装置
放送センター

送出装置

送出装置

送出装置

市町村エリア

① ワイヤレスブロードバンドは、放送センターから電波を発射する以外に、送出装置までの区間を
ケーブルテレビ・ネットワークを利用して結び、電波を発射することが可能

② ケーブルテレビのネットワークは、多くの場合、市町村エリアを面的にカバーするように
整備されているため、ワイヤレスブロードバンドの電波エリアを面的にカバーすることが容易

③ 現在多くのケーブルテレビ事業者がデータ放送を行っており、その編集等のノウハウを活用して、
映像とデータを組み合わせた、多彩なワイヤレスブロードバンドサービスの実施が可能

デジタルサイネージ
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宅内外センサー
遠隔監視

ＡＶプレイヤー

インターネット

ＳＴＢ（子）

ＳＴＢ･モデム（親）

電話/FAX

放送・映像

６．家庭内ワイヤレス化のイメージ

CATV局

ケーブルテレビ事業者は、ケーブルテレビと家庭内ワイヤレスサービスを組み合わせ、

お客様に快適で安心な生活の提供を目指します！
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インターネット

エアコン

エアコン

放送・映像 宅内センサー
遠隔監視

照明

照明

http://biz.national.jp/Ebox/densetsu2004/pdf/0971.html�
http://biz.national.jp/Ebox/densetsu2004/pdf/0971.html�
http://biz.national.jp/Ebox/densetsu2004/pdf/0971.html�
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（１）周波数逼迫対策

・無線を利用したサービスがますます普及拡大し、周波数逼迫が予想されることから、新たな周波数帯の開拓（例：６０ＧＨｚ以上）

や既存周波数帯の利用頻度などの見直しによる再編などの周波数確保が必要

（２）干渉・混信対策

・周波数利用の拡大により、干渉や混信を生じさせない様に、技術基準の策定時に、あらゆるケースに対応した実際のフィールド

での検証が必要

（３）国際標準化への対応

・国際競争力確保や市場規模の国際化による安価なシステムや端末等の製品提供が受けられる様、国際標準化への対応が必要

・インターフェース条件を定義するだけでなく、細部な技術条件を定め、異メーカ間でも確実に相互接続できる規格作りや環境作り

（例：共用テストベッドの構築など）が必要

（４）普及・拡大について

・研究開発において、利用者目線での利活用やアプリケーション開発も併せて行なうことにより、より一層の普及拡大につながる

（５）利用環境の整備

・利用者に優しい、使い勝手の良さを目指し、全国系事業者と地域系事業者間、異なる周波数システム間、異なる方式間等で、

サービスがシームレス且つ相互補完で利用できる環境整備についても検討が必要

（６）周波数の有効利用

・地域で使われていない周波数を多様な用途に柔軟に使用できる環境の構築について要望

７．ワイヤレスブロードバンドを実現するための課題
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